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【１】　工　事　概　要

【２】　適　用　範　囲

【３】　工　事　区　分

【４】　工　事　仕　様

１．工 事 場 所

２．敷 地 面 積

３．建築物概要

４．そ　の　他

　 現場説明事項書（質疑回答書を含む）、本特記仕様書、図面、標準仕様書に示す範囲とする。
　 すべての設計図書は相互に補完するものとし、相違がある場合は、上記の順番を優先順位とする。
　 上記の標準仕様書とは、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築改修工事標準仕様書（建
　 築工事編）（平成19年版）をいう。（以下、これを「改修標仕」という。）

　 設計図書による。
　 別契約の施工上密接に関連する工事との取合い部分が発生する場合は、別紙工事区分表による。

2,項目は、番号に○印の付いたものを適用する。
3,特記事項は､●印の付いたものを適用する｡●印の付かない場合は､※印の付いたものを適用する｡
　　※印と●印の付いた場合は、共に適用する。※印が抹消された場合は、●印のみ適用する。
4,項目及び特記事項に記載の（　）内表示番号は「改修標仕」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

項　　　　目

適用基準等

建築材料等

特別な材料の工法

棟　　　　名

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

構　　　造

※

※

○

○

○

○

○

（注：監修欄「国土交通省」は国土交通省大臣官房官庁営繕部を、「建設大臣」は建設大臣官房官庁営繕部を示す）

※

※

※

公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

建築工事標準詳細図

敷地調査共通仕様書

建築鉄骨設計基準

木造建築工事標準仕様書

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）

公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のも

のとする。ただし、同等のものとする場合は監督職員の承諾を受ける。

下記材料品目は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備設備機材

等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（平成１９年版）」 にある材料とする。

また、同評価事業の評価を受けたものを使用する場合は、評価書の写しを監督職

員に提出し、その確認をもって、品質・性能の確認があったものとすることができる。

（評価名簿によるもの）

設計図書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

床型枠用鋼製デッキプレート（ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ）、鉄骨柱下無収縮モルタル、

無収縮グラウト材（ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ型、現場調合型）、押出成形セメント板、

成形伸縮目地材、乾式保護材(防水立上部)、陶磁器質タイル（陶器質ﾀｲﾙ

せっ器質ﾀｲﾙ、磁器質ﾀｲﾙ、再生材利用ﾀｲﾙ）、

保水性床タイル及びブロック(耐凍害用)、既製調合モルタル（ﾀｲﾙ工事用）、

ルーフドレイン、吸水調整材（ﾓﾙﾀﾙ用）、アルミニウム製建具、鋼製建具、

鋼製軽量建具、ステンレス製建具、錠前類（本締り付きﾓﾉﾛｯｸ、ｼﾘﾝﾀﾞ箱錠

ｼﾘﾝﾀﾞ本締り錠）、クローザー類(ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ、ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ)

自動扉機構（制御装置・駆動装置、検出装置、制御装置・駆動装置・検出装置）、

自閉式上吊り引戸機構(手動開き式)、重量シャッタｰ、軽量シャッタｰ、

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ、ガラス(熱線反射ｶﾞﾗｽ、倍強度ｶﾞﾗｽ、熱線吸収板ｶﾞﾗｽ、

網入板ｶﾞﾗｽ・線入板ｶﾞﾗｽ、型板ｶﾞﾗｽ、ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ）、ガラスブロック(中空)、

防水剤、ビニル床シート、ビニル床タイル、現場発泡断熱材、

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（3000N、5000N）、可動間仕切、移動間仕切(ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ)、

トイレブ-ス、煙突用成型ライニング材、天井点検口、床点検口、グレーチング、

人工屋上緑化用システム、トップライト、

エポキシ樹脂、ポリマーセメントモルタル、タイル部分張替え用接着剤、

既製調合目地材、鋳鉄製マンホール蓋・弁枡ふた

階　　数

㎡

建築面積(㎡)

平成19年版

平成17年版

平成11年版

平成10年版

平成19年版

平成16年版

平成19年版

平成19年版

延べ面積(㎡) 備　　考

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：建設大臣）

（監修：建設大臣）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）
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項　　　　目

12

風圧力及び積雪

現場代理人

設備工事との

工事工程報告

工事実績情報の

施工体制台帳等
の作成・提出

施工図等の

工事写真

電気保安技術者

施工条件　(1.3.5)

発生材の処理等

取合い

登録

取扱い

に対する性能

(1.1.4)

(1.1.5)

(1.2.3)

(1.2.4)

(1.3.8)

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分等

※

施工範囲

施工図

※

※

※

※

※

※

※

完
成
時

※

※

○

※　

※

○

○

※
ＰＣＢ含有シーリング材の分析調査

ＰＣＢ含有シーリング材の撤去・処分方法は「建築物の解体等に伴う有害物質等の適
切な取扱」による。

次の建設廃棄物は再資源化する。

処理計画書等の提出

マニフェスト制度

本工事の施工にあたっては、請負契約書第１０条に基づく現場代理人は、主任技術

者又は監理技術者と同様、請負者と直接的かつ恒常的な雇用関係のある者を選任

しなければならない。

※

※

※

※

設備機器の位置､取合等の検討できる施工図を提出し､監督職員の承諾を受ける。

日報は監督職員の指示による。

適用する　（適用事項は、入札説明書による）

請負者は、請負金額３千万円以上(建築一式工事については４千５百万円以上)の

工事について、施工体制台帳（下請契約書等添付）及び施工体系図を作成し、監

督職員に提出しなければならない。

請負者は、工事完成時に、建退共運営実績報告書を提出しなければならない。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲される。 

工事写真の撮り方（改訂２版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）によ

るほかは監督職員の指示による。

下記のものを監督職員に提出する。

着　 　工　 　前

工 　　事　 　中

画素程度、工事写真は有効画素数130万画素程度とし、黒板の文字等の内容が判

読できる精度を確保するものとする。

完成写真撮影場所は、監督職員の指示による。

完成写真撮影業者は、監督職員の承諾する撮影業者（建築写真専門業者）とする。

適用する

現場説明事項書による。

引渡しを要するもの

現場において再利用を図るもの、再資源化を図るもの

指定副産物の搬出

○

指定副産物の処分地
○

指定副産物以外の搬出

※

特別管理産業廃棄物の処理

○

○

廃石綿の処分地

○

○

※

※

※

※

風速（Vo)

地表面粗度区分

多雪地域の指定

図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

図示した壁、天井の仕上材、下地材の切込み及び下地材の補強

駆動装置が電動による建具類の二次配線及び操作スイッチ

自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

( 

( 

アスファルトコンクリート塊

指定地処分

自由処分

構外搬出適切処理

廃石綿等

廃油

ＳＦ６ガス使用機器

行う

蛍光灯ランプ

再生資源利用促進計画書、実施書を"CREDAS入力ｼｽﾃﾑ"により作成し、提出

用ﾌｧｲﾙを保存したFDと共に提出する。

建設発生土及び建設副産物処理計画書、報告書 を提出する。

産業廃棄物管理票（マニフェスト）制度により、適正な処理を行うこと。

産業廃棄物の処理を委託する場合は、運搬と処分についてそれぞれの許可業

者と処理委託料を記載した「処理委託契約書」により委託契約すること。

屋　　　　内

外　　　　観

（

  )箇所

  )箇所

　　　

（

（

○

箇所

※

※

※

※

ＰＣＢを含む機器類

廃酸・廃アルカリ　(○臭化リチウム　○蓄電池電解液　）

（

※

○

※

部 数

１

１

２

２

○

（

（

※

※

最寄りの再資源化施設へ搬出すること

㈱京都環境保全公社瑞穂センター

）

Ⅰ

なし

適用しない

詳細は現場説明書による

詳細は現場説明書による

○

○

○

○

○

○

ＨＩＤランプ

○

○

○

（

Ⅱ

あり

○

(ネガ１枚につき)

セメントコンクリート塊

行わない

※

※

※

※

Ⅲ

カラーサービス版

カラーサービス版

カラーサービス版

カラーキャビネ版

カラーキャビネ版

カラーパネル半切

○

○

　分　類 ・ 規　格

硬質塩化ビニル管・継手

Ⅳ

○ 適用しない

※

※

※

○

○

※

24×36以上

24×36以上

24×36以上

60×70以上

24×36以上

60×70以上

建設発生木材

原版の大きさ（㎜）

）

）

）

）

）

）

(平成12年5月31日建設省告示第1454号)
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項　　　　目

技能士

化学物質の濃度

完成図

保全に関する資料

足場その他

既存部分の養生

仮設間仕切り

監督職員事務所

工事用水 

工事用電力

仮囲い等 

設計ＧＬ

(1.6.2)

(1.8.2)

(1.8.3)

(2.2.1)

(2.3.1)

(2.3.2)

(2.4.1)

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

ただし技能士に代わる者による施工の場合は監督職員の承諾を得ること。

※

※

※

※

※労働安全衛生法、建築基準法、建設工事公衆災害防止対策要綱その他関係法令

　に従い、適切な材料及び構造のものとし、適切な保守管理を行う。

既存部分の養生

既存家具等の養生

既存ブラインド・カーテン等の養生及び保管

家具の移動

規模

仕上

備品

構内既存の施設

構内既存の施設

※

※

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

ﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ工事

防水工事

石工事

タイル工事

木工事

屋根、とい工事

金属工事
左官工事

塗装工事

建具工事

内装工事

植栽工事

適用する　（適用事項は、現場説明事項書による）

作成する

完成図等の電子データによる提出については、現場説明事項書による。

作成する

外部足場

内部足場

防護シート等

材料、撤去材等の運搬方法

枠組足場は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成１５年４月策

定）」の 「手すり先行工法による足場設置基準」の手すり先行工法によって組み立

及び幅木　○メッシュシート張りなど）を設置する。

養生の方法

保管場所

設ける

設けない

図示

図示

工事種別

敷地、建物の構造規模、主要な設備構成等の建物概要
建物を使用する上での注意事項

建物に設置されている家具、機器等及び部位毎の仕上げの概要説明

建物、工作物、植裁等を管理する上での保全業務の要点

主要材料の製造所名、所在地、連絡先、非常時の連絡体制一覧表

防音パネル

Ａ種

○

床

内壁､天井

屋根

休憩室

※

※

（

10㎡程度

机

掛時計

懐中電灯

保護帽

改修標仕 (平成１9年版)

建築工事施工チェックシート

工事写真の撮り方 (改訂２版) 建築編

（提出部数

※

※

図示

（提出部数

Ａ種

脚立、足場板等

Ｂ種

○

○

※

○

※

○

取り外しのうえ清掃

室内にてカバー掛の上、適切保管　　

※

）

○

○

※

※

設計ＧＬ＝現状ＧＬ

防音シート

行う

行わない

行う

行わない

行う

○

合板張り素地

合板又は石こうﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板張り

設けない

○

○

利用できない

利用できない

※

○

○

20㎡程度

いす

温度計

湯沸器

ゴム長靴

○

○
○

○

○

○

○

※

２部

Ｂ種

Ｃ種

（

とび作業

鉄筋組立作業

左官作業

ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

とび作業

CB工事作業

ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業

塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業

石張り作業

タイル張り作業

大工工事作業

内外装板金作業

鋼製下地工事作業
左官作業

建築塗装作業

ガラス工事作業

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事作業

ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上工事作業

造園工事作業

２部

（

（

適用する技能士の技能検定における選択作業

○

※

※

○

○

○

○

ビニールシート

ビニールシート

）

○

部）

Ｃ種

養生シート

Ｄ種

35㎡程度

○

設ける（畳敷き）

書棚

消火器

冷暖房機器

雨がっぱ

部）

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ敷き

※

○

利用できる

利用できる

建築工事監理指針 (平成16年版)

建築工事標準詳細図 (平成17年版)

○

○

○

詳細は監督職員の指示による。

○

Ｄ種

Ｅ種

行う

行わない

○

○

作成しない

○

○

○

65㎡程度

○

黒板

掃除具

衣類ﾛｯｶｰ

合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

○

ネット及び養生シート

○

○

鉄板張り調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

（

（

○

○

○

適用しない

○

型枠工事作業

ALCﾊﾟﾈﾙ工事作業

かわらぶき作業

壁装作業

有償

有償

ﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

○製図板

○

（

（

行わない

○

加入電話機

表2.2.1

表2.2.2

100㎡程度

○

無償

無償

）

）

）

）

 ）

 ）

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

　　　測定　(1.6.9)

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

３２

●

● ●

●

●

●

●

● Ａ種 (工事中に使用する室) ● Ｂ種(工事中に使用しない室) Ｃ種※

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

(　５　人分程度）

●

月報は毎月20日に〆め、25日までに提出する。

●

●

●

●

●

○

●

３,２０９．２０

和知支所 地上2階,地下1階 1,409.236㎡ 2,230.120㎡

○

○

○

○

○

○

○

○

○

３

防
水
改
修
工
事

アスファルト防水

シート防水

合成高分子系ﾙｰ
ﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

～

～

～

(3.3.2)

(3.3.5)

(3.4.2)

(3.4.4)

(3.5.2)

(3.5.4)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

アスファルトの種類

アスファルトルーフィング

断熱材

絶縁用シート

押え金物

立上がり押え

脱気装置

伸縮調整目地

成形緩衝材

○

○

○

○

○

○

○

仕上げ塗料
脱気装置（絶縁工法の場合）

○

○

○

○

○

○

保護防水

P

P

T

Ｐ

Ｐ

露出防水

Ｍ

Ｍ

Ｐ

露出防水断熱工法

Ｐ

Ｍ

Ｍ

Ｐ

Ｐ

露出防水密着工法

Ｍ

露出防水絶縁工法

Ｍ

Ｐ

屋根露出防水絶縁工法

Ｍ

Ｍ

Ｐ

Ｐ

Ｓ

Ｐ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｍ

Ｍ

1

1

1

2

2

4

3

0

0

3

4

1

2

4

3

0

3

4

0

0

4

0

4

3

3

4

4

　　　　種　　　　　　　　 　別

B

B

Ｂ

Ａ

Ａ

　　　　種　　　　　　　　 　別

Ｃ

Ｄ

Ｄ

　　　　種　　　　　　　　 　別

Ｄ

Ｄ

Ｄ

　　　　種　　　　　　　　 　別

Ｅ

E

　　　　種　　　　　　　　 　別

Ａ

　　　　種　　　　　　　　 　別

Ａ

Ａ

　　　　種　　　　　　　　 　別

Ａ

Ａ

Ａ

　　　　種　　　　　　　　 　別

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

厚さ（㎜）

材質

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｉ

I

I

I

工法

工法

工法

工法

工法

工法

工法

工法

工法

工法

工法

工法

工法

工法

工法

工法

Ｉ

Ｉ

Ｉ

○

工法

工法

工法

工法

工法

工法

工法

工法

※

※

※

※

○

※

※

工法

工法

工法

ｶﾗｰ

ポリエチレンフィルム厚0.15（保護防水工法）

フラットヤーンクロス（70g/㎡程度）（保護防水断熱工法）

アルミニウム製 L-30×15×2.0  

レンガ押え(JIS)

設ける

成形伸縮目地材

ルーフィング類製造所の指定品

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※

押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種ｂのスキン層付

（ただし、特定フロンを含まないものとする。） 

○

○

○

○

○

（

S(I)-F1(t- ※1.2 

PC部材入隅増張 （ ※有り　○無し ）

S(I)-F2(t- ※2.0 

S(I)-M1(t- ※1.5 

S(I)-M2(t- ※1.5 

S(I)-M3(t- ※1.2 

S(I)-F1(t- ※1.2 

PC部材入隅増張 （ ※有り　○無し ）

S(I)-F2(t- ※2.0 

S(I)-M1(t- ※1.5 

S(I)-M2(t- ※1.5 

S(I)-M3(t- ※1.2 

B-1

BI-1

AI-1

A-1

C-1

D-1

DI-1

E-1

AS-1

AS-3

AS-4

AS-6

ASI-1

ASI-2

※

※

３種

）
※

※

※

※

※

※

※

※

※

材　　種

設置数量

○

○

設ける

B-2

BI-2

AI-2

A-2

C-2

D-2

DI-2

E-2

AS-2

AS-5

○

○ｾﾒﾝﾄﾚﾝｶﾞ押え

ｼﾙﾊﾞｰ

○

○

○

材種（

表3.3.3

表3.3.4

表3.3.5

表3.3.6

表3.3.7

表3.3.8

表3.3.9

表3.3.10

（

（

表3.4.1

表3.4.2

表3.4.3

防水層

防水層

防水層

防水層

１箇所／　　　㎡ ）

防水層

防水層

防水層

)

)

)

)

)

)

)

)

)

表3.5.1

○

○

防水層

）

施　　工　　箇　　所

施　　工　　箇　　所

施　　工　　箇　　所

施　　工　　箇　　所

○

○

施　　工　　箇　　所

施　　工　　箇　　所

施　　工　　箇　　所

乾式保護材

（

施　　工　　箇　　所

1箇所/

）

㎡ )

○

２５

1500

屋内防水工法

● ○ 家庭科棟各階便所

●

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

●

○

○ ○

○
○

二段手すりてられた足場であって、かつ 「働きやすい安心感のある足場」とし、（○

適宜

○○

○

○

●

○

●

●

●

●

ＰＣＢ含有シーリング○ ○

18

○

○

京都府船井郡京丹波町本庄　地内

図示●

10

●

16

17

●

●

絶縁用シート

仕上げ塗料
脱気装置

○

※

ｶﾗｰ
○

発泡ポリエチレンシート

設ける
（ ）

材種
○ ｼﾙﾊﾞｰ
（

○

） 設置数量 （ 1箇所/ ㎡ )

※

● シート防水改修工法
機械的固定工法　厚1.5（ 種別：S-M2・SI-M2 ）
材　料：㈱早川ゴム（サンタックIB）

● アンカープラグ引抜試験　（シート防水工事着手前　3箇所以上）

㈱日曹商事（サーナルーフ）

㈱デックプルーフィング（ＤＰルーフシート）又は同等品以上

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定めること。

週報は毎週（ 火● ）曜日に提出する。

京丹波町和知支所

 一級建築士　第125552号　内田　清次

株式会社 一級建築士事務所コム・キューブ
京 丹 波 町

検
　
図 工事名

施設名主
　
査

主
　
任 -屋根改修工事10 08

建築改修工事特記仕様書-1

・屋根防水改修

Ａ-０２

７

○

●

○

○

● ●

改質アスファルト ●

屋根平面及び立上り（図示）

屋根平面及び立上り
（図示）

1

2

3

5

6

7

8

9

11

13

14

15

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

4

○

１１
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３

防
水
改
修
工
事

○

)㎡1箇所/（

施　　工　　箇　　所

設置数量）

防水層

表3.6.1

（材種

X-2

X-1

※

設ける○

工法

工法
X

X

　　　　種　　　　　　　　 　別

4

0

L

P

脱気装置 (X-1)

(3.6.3)

(3.6.2)
～

塗膜防水

○

●

● ）長さ　1,600（SGP）径　120

（カラー）径100､75mm

●

10

物は本体製所造の仕様による｡

隅角部及び突当たり部等の役

)

)

曲げ材○

備 　　　　　　　　　　考

　そ　の　他

　そ　の　他

※Ｆ☆☆☆☆

 径　75mm

（カラー）巾150mm

（前高）　巾120mm

押出形材

○

○

○

※

施　　工　　箇　　所

○

）

固定間隔

（部位

（部位

1.3 ｍ程度

屋外

○

※

○

厚さ

材　　　　　質

材　　　　　質

表面処理

屋内

B-2種

B-1種

A-1種

箇所

○

※

○

改修標仕表3.8.5による

亜鉛メッキ鋼板

SGP

亜鉛メッキ鋼板

硬質塩化ビニル管（VP)

硬質塩化ビニル製（角形）

鋳鉄製

）

（

（

※

※

※

※

※

※

※

※

引張接着性試験

簡易接着性試験

幅10mm以上、深さ10mm以上

幅5㎜以上、深さ5㎜以上

幅20㎜以上、深さ10㎜以上

改修標仕表3.7.1による

○

※

※

※

※

2.0

1.8

1.6

その他の目地

ガラス回りの目地

コンクリートの打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地

真鍮製エッチング仕上 150×100

板厚(mm)

（

※

種　  　類

　改　修　工　法　の　種　別

定める。

建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した工法を品質計画により

350 形

300 形

250 形

養生鉄管を設ける

掃除口を設ける（開放性のある自転車置き場のといを除く）

内とい（ＶＰ管は使用しない）

外とい（外気に接するとい）

ブリッジ工法

拡幅シーリング充填工法

シーリング再充填工法

シーリング充填工法

設置数量

材質

（保証年限は工事目的物引渡しより１０年間以上とする。）

請負業者、防水施工業者、防水材料メーカーの連名による保証書を提出すること。

水張り試験を行う

※

○

○

○

○

※

防露巻き

とい受け金物

たてとい及び横走り管

○

とい受け金物

谷どい

たてとい

軒どい

ルーフドレイン等

※

シーリングの試験

目地寸法

○

○

シーリング改修工法及び施工箇所

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類

工事完了後に監督職員の指示する位置へ取り付ける。

※

※

(3.9.3)
(3.9.2)

(3.8.3)
(3.8.2)

(3.7.8)

(3.7.1)
～

笠木
アルミニウム製

とい(雨水)

シーリング

施工標識

保証書

漏水試験

京丹波町和知支所

 一級建築士　第125552号　内田　清次

株式会社 一級建築士事務所コム・キューブ
京 丹 波 町

検
　
図 工事名

施設名主
　
査

主
　
任 -屋根改修工事10 08

建築改修工事特記仕様書-2

● 図示のとおり

図示のとおり

1

Ａ-０３

6

内
装
改
修
工
事

接着剤

他の部分との
取り合い等

既存床の撤去等

木下地等

～

(6.1.3)

(6.2.2)

(6.5.2)

(6.5.6)

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ、ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、ｶｰﾍﾟｯﾄ、ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、ﾎﾞｰﾄﾞ類、合板、壁紙、断熱材の

接着に使用する接着剤

接着剤に含まれる可塑剤

既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁、床の改修範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

○

コンクリート・モルタル面の下地処理

改修後の床の清掃範囲

表面仕上げの程度

含水率

品質の基準

※

○

※

○

※

○

合成樹脂塗床材

フローリング張り床材

床タイル

床組

※

○

※

○

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の放散量　JＩSで定める

ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

（壁紙用）

（木工用）

壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う。

図示

範囲

壁面より両側600㎜程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う。

図示

範囲

既存のまま。

図示

範囲

仕上材の張付けに支障となる著しいひび割れ及び欠損部の補修は、監督職員と

協議する。

改修棟全面

柱（見掛り部）

上小節

（

（

（

種　　　別

※

※

※

構造材・下地材

造作材

以下の木材は日本農林規格製品又は格付証明書のある製品とする

※

○

ﾌﾀﾙ酸-ﾌﾞﾁﾙ等を含有しない、難揮発性のもので規格品

ﾌﾀﾙ酸-ﾌﾞﾁﾙ等を含有しない、難揮発性のもので規格品

構造材

梁（見掛り部）

小節

○

○

○

改修室全面

Ａ種

機械的除去工法

目荒し工法

※

○

　工　　　法

(見隠れ部)

２級

）

）

）

※

※

※

仕上げ

仕上げ

仕上げ

Ｂ種

Ａ種(20%以下)

Ａ種(18%以下)

○ 改修部分のみ

※

○

※

※

（

（

（

小屋組

（丸太材）

２等

F☆☆☆☆

含有量の少ない規格品

○ Ｃ種

○

○

※

○

○

Ｂ種(25%以下)

Ｂ種(20%以下)

下地材

２級

○

施　　工　　箇　　所

別図に示す範囲

大臣認定品

※

○

造作材

(表6.5.3) 

Ａ種

Ｂ種

）

）

）

●

●

●

ビニル床シート

●

使用木材のうち杉、ひのきについては京都府内産木材とする。

代用樹種

○

○

○

○

○

集成材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄの放散量

構造用集成材

使用箇所

構造用単板積層材

使用箇所

造作用集成材

使用箇所

化粧ばり造作用集成材

使用箇所

造作用単板積層材

使用箇所

JASで定める

※ 非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用並びに非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋ

※

※

○

京都府内産木材の証明書を提出のこと

可(表6.5.4)　(上記府内産木材の他特記されているものは不可)

不可

強度等級

接着性能

見付材面の品質

見付材面の品質

表面の品質

※１等　　・２等

※ F☆☆☆☆

　・１種　※２種　・３種

材面の品質

曲げ性能

心材樹種名

○

樹種名

F☆☆☆

水平せん断性能

化粧樹種名

接着性能

○

樹種名

寸法

化粧板厚

防虫処理

寸法

寸法

寸法

寸法

樹　 種

※１等　・２等

※天然木化粧加工　・塗装加工　・加工しない

C-D

２等

※

※１等

C-D

○

※

○

表面の品質

広葉樹

針葉樹

○

※

１類２級※

表面の品質

１３Pﾀｲﾌﾟ又は13Mﾀｲﾌﾟ○

普通合板（国内産樹種表面材）

２類

※

接着の程度

○１類※

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ15㎜

構造用合板(針葉樹)

接着の程度

畳床下地材及びフローリング張り等の下地材

押入れ、物入れ等の床

床張り用合板

○

○

○

○

内
装
改
修
工
事

6

軽量鉄骨天井

軽量鉄骨壁下地

ビニル床シート

ビニル床タイル

帯電防止床タイル

誘導用、注意喚起

下地

張り

張り

用床材

～
(6.6.2)

(6.6.4)

(6.7.2)

(6.8.2)

(6.8.2)

(6.8.2)

(6.8.2)

防腐、防蟻及び防虫処理

野縁等の種類

既存の埋込みインサートの使用

あと施工アンカーの引抜き試験

屋外のはずれ留め補強

耐震性を考慮した補強

耐風圧性を考慮した補強

吊りボルト間隔が900㎜を超える場合の補強方法

スタッド、ランナー等の種類

※

○

※

○

○

○

○

○

合板類のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の放散量

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ・MDFのﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の放散量

防腐剤の種類及び品質
※

※

※

防蟻処理

防虫処理

発泡層のないもの

発泡層のあるもの

帯電防止床シート

帯電防止床タイル

レジンコンクリート系

JASで定める

非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用

JASで定める

木材保存剤（防腐、防蟻処理）は、ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ等を含有しない非有機ﾘﾝ系とする。

木材保存剤（防腐、防蟻処理）にクレオソートは使用しない。

処理の方法は工場における加圧とし、十分に乾燥を行う。　ただし現場における

加工が生じた場合には、加工した箇所に対し、現場にて木材保存剤を塗布する。

※ 表6.7.1におけるｽﾀｯﾄﾞの高さによる区分に応じた種類

　　種　　　　　　　類

種　　　　　　　　類

種　　　　　　　　　　類

※

※

屋内

屋外

※

※

行う

行う

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

※

○

（

（範囲：

（範囲：

※

○

※

記　号

ＮＣ

※

○

19型

19型

有り

有り

有り

※

○

※

○

ラワン材等

３００㎜角

１５０㎜角

○

※

○

○

※

※

○
○

○

○

F☆☆☆

使用する

F☆☆☆

25型

25型

再利用しない

行う

行わない
無し

無し

無し

※

ＣＴ

ＣＴＳ

ＨＴ

性　　　　　　　　　　　　能

無地

マーブル

記　号

　　寸　　　　法　　　　（㎜）

色　　柄

体積抵抗値  1.0×10

※

※

○

○

9

○

○

○

図示

Ω以下 

使用しない

※

）

）

）

　工　法

熱溶接

○

○

○

○

行わない

行わない

※ 仕上表による

　品 質 ・ 規 格

　　厚　　さ　　（㎜）

　　厚　　さ　　（㎜）

施工箇所

(表6.6.1)

(表6.7.1)

2.5

厚さ（㎜）

種　　　　　　　　　類

コンポジションビニル床タイル（半硬質）

コンポジションビニル床タイル（軟質） 

ホモジニアスビニル床タイル

2.0

2.5

厚さ（㎜）8

9

（ 　 ）３箇所以上、 400N/箇所

再利用する○

●

塩化ビニル系(便所・階段)

磁器又はせっ器質タイル(便所)

3.0

13.0

6

内
装
改
修
工
事

ビニル幅木

ゴム床タイル張り

カーペット敷き

合成樹脂塗床

フローリング張り

～

(6.8.2)

(6.8.2)

(6.9.2)

(6.10.2)

(6.1.2)

(6.11.8)

○

塗料のホルムアルデヒド放散量

単層フローリング

○

複層フローリング

○

○

○

※

仕上げ塗装

フローリング材のホルムアルデヒドの放散量

弾性ウレタン塗床材

エポキシ樹脂塗床材

フローリング

フローリング

１×６タイプ

フローリング

下張りは合板張りによる。ただし、Ｃ種釘どめ工法は下張りなしとする。

JIS又はJASで定める

非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤の使用

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを発散しない塗料等の使用

軟質

※

塗厚（㎜）

※

○

色　　　　　　柄

平滑仕上げ

薄膜流し展べ仕上げ

樹脂モルタル仕上げ

種　　　　　別

種　　　　　別

○

※

○

硬質

○

ボード

ブロック

ボードタイプ

ウレタン樹脂ワニス塗り（１液形）Ｂ種

オイルステインの上ワックス塗り

※

○

※

○

(

※

○

樹　種

なら

なら

種別

樹　種

なら

厚　　さ　　（㎜）

防滑仕上げ

※

○

※

○

○

※

○

※

(

厚さ(mm)

15

15

１種

厚さ(mm)

15

F☆☆☆☆

○

○

○

※

厚膜流し展べ仕上げ（

平滑

☆☆☆☆

※

○

○

※

○

下張り

あり

なし

２種

下張り

あり

なし

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※

※

寸　　法　　（㎜）

つや消し仕上げ

防滑

釘止め工法

接着工法

ﾓﾙﾀﾙ埋込工法

接着工法

３種

釘止め工法

○

※

接着工法

F☆☆☆

使用する

使用する

○

Ａ種

Ｃ種

○

）

工　　　　　法

）

工　　　　　法

○

○

生地のままワックス塗り

○

○

Ｂ種

施　　　　工　　　　箇　　　　所

平滑

防滑仕上げ

○

○

○

※

使用しない

使用しない

　　厚　　さ　　（㎜）

品　　質　・　規　　格

○

○

防滑

備　　　　　考

備　　　　　考

）

(表6.11.1)(表6.11.2)

種　　　　　　類 　　寸　　　　法　　　　（㎜）

１００７５６０ 1.5 2.0

カ ー ペ ッ ト の 種 類 等

12

13

●○

3.0

14

15

○

○

○ ○

畳敷き

せっこうボード、
その他ボード
及び合板張り

～

(6.12.2)

(6.13.2)

(6.13.3)

種別

種別

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

(※難燃処理○防煙処理)

○

(※難燃処理○防煙処理)

○

(※難燃処理○防煙処理)

○

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

せっこうボードの目地処理

合板類の張付け

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、MDF、合板、化粧合板等のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量　　

せっこうボード(GB-R)

化粧せっこうボード(GB-D)

不燃積層せっこうボード(GB-NC)

シージングせっこうボード(GB-S)

強化せっこうボード(GB-F) 

ロックウール吸音ボード(RW-B)

グラスウール吸音ボード(GW-B)

ロックウール化粧吸音板(DR)

けい酸カルシウム板(0.8FK)

メラミン樹脂化粧板

難燃木毛セメント板

断熱木毛セメント板

普通合板

天然木化粧合板

特殊加工化粧合板

その他下張り用合板

※

○

JASで定める

○

※

アクリル系シーリング

目透かし

Ａ種

Ａ種

改修標仕表6.13.1によるＪＩＳ規格品とする

種 　　　　　　　類

○ Ｂ種

※

※

厚さ

表板の品質

厚さ

化粧板樹種

厚さ

表面性能　○Ｆ　○FW　○W　○WS

突付け

Ｂ種

F☆☆☆☆

○ Ｃ種

○

※

○

○

○

○

○

※

※

○

内部用

軒天用

タイプ２（無石綿）

JIS K 6903 による

○

○

ジョイントコンパウンド

○

12.5(不燃)

杉柾模様

トラバーチン模様
(軽鉄下地は専用のものとする)

トラバーチン模様

模様なし

15(不燃)

21(不燃)

25

25

9.5(準不燃)

30

30

接着の程度

接着の程度

○

接着の程度

継目処理

○

○

なら

F☆☆☆

Ｄ種

○

○

フラット

立体模様

フラット

立体模様

○

○

25

25

○

○

○

しおじ

12.5(準不燃)

15(不燃)

○

○

9.5(準不燃)

○

○

○

○

○

※

20

20

○

規　　格　、　厚　さ　（㎜）　　等

12(不燃)

15(不燃)

12(不燃)

15(不燃)

1.2

※

○

○

表板樹種

化粧加工の方法

9.5(不燃)

○

15

15

防虫処理○行う

防虫処理○行う

防虫処理○行う

※

12.5(不燃)

9.5(準不燃)

※

※

※

※

9(不燃)

12(不燃)

9(不燃)

12(不燃)

○

(表6.12.1)

(表6.13.1)

(表3.7.1)

(表6.13.4)

(表6.13.3)

吸音あなあきせっこうボード(GB-P)

8.0 6.0●

●

○ ●

図示による○

接着剤張り

圧着張り

●

●

●

●

●

●

便所(壁)

便所(床)

21

22

18

(表6.16.7)

(表7.2.7)

(表7.2.4)

）

）

工法、その他

行わない○

無し

有り

無し

有り

無し

有り

役 物

ＲＢ種

ＲＢ種

品　質　・　規　格

下表による

○

○

○

○

※

※

○

○

○

15

セメント系

行う

行う

施釉

無釉

施釉

無釉

施釉

無釉

釉 薬

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ＲＡ種

ＲＡ種

○

○

陶器

陶器

陶器

○

○

生 地

大臣認定品

図示による

せっ器

磁器

せっ器

磁器

せっ器

磁器

○

※

○

○

○

○

○

図示による

図示による

塩化ビニル製

10

石こう系

行わない

行わない

※

※

※

※

※

　防火性能

形状寸法(mm)

改修標仕6.15.6(b)(3)による

接着力試験機による接着力試験 を行う

全面打診による確認を行う

※

F☆☆☆☆

※

※

※

（形状

せっこうボード面

モルタル及びプラスター面

（工法

アルミニウム製

施　行　箇　所

施　工　箇　所

設ける

適用する

接着力の試験

浮きの確認

屋内壁面

外壁及び床面

○

○

JＩSで定める

厚さ（㎜）

種類

窓回りの固定

タイルの見本焼き

タイルの種類

施工後の確認及試験

伸縮調整目地等

床の目地

既製目地材

材質

素地ごしらえ

壁紙のホルムアルデヒドの放散量　

防火性能・品質・規格・施工箇所

(6.17.2)

(6.16.5)

(6.16.2)

(6.15.6)

(6.15.2)

(6.14.3)

(6.14.2)

～

～

～

材塗り
セルフレベリング

タイル張り

モルタル塗り

天井廻り縁

壁紙張り

7

10

11

○

○

20

○

○

● ○

12.5(不燃)

9.5(準不燃)○

○
9.5(不燃)

16

17

19

5

1

6

7

8

6

4

5

9

2

3

4

●

● 屋根平面及び立上り　(図示)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
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　附近見取図　1/5000　
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Y6
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6,
00
0

植込 吹　抜
中　庭

電気
スペース

公用車車庫

職員駐車場
50台

50台
一般駐車場

南　庭

UP

UP

UP

UP

▼

▼

稲荷神社

北　庭

X9X8X7X6X5X4X3X2X1

48,000
6,00012,00012,00012,0006,000

LGP庫
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00
0
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敷
地
境
界
線

道
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線
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京丹波町和知支所

 一級建築士　第125552号　内田　清次

株式会社 一級建築士事務所コム・キューブ
京 丹 波 町

検
　
図 工事名

施設名主
　
査

主
　
任 屋根改修工事10 08

屋根

水勾配
1/100

Ａ-０４1/5,000　1/300

 附近見取図・配置図

配置図　1/300
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凡例

Ｎ

京丹波町和知支所

 一級建築士　第125552号　内田　清次

株式会社 一級建築士事務所コム・キューブ
京 丹 波 町

検
　
図 工事名

施設名主
　
査

主
　
任 屋根改修工事10 08

Ａ’Ａ

48,000

物品庫
女子
更衣室

女子
休養室

交換機
室

相談室
1

相談室 相談室
2 3

湯沸室印刷室 書庫 3書庫 2

中　庭

雑品庫
2

応接室

UP

UP

DS

DS

DS 保管庫 書庫 1

板間台所ホール
北通用口

押入

用務員室 用務員室

倉庫 1

倉庫 4

倉庫 3

倉庫 2

宿直室
ｼｬﾜｰ
浴室
脱衣所
洗面所

ホール
南通用口

押入便所 押入

PS

小会議室

一般事務 窓口事務

風除室 1

風除室
3

風除室
2

押
入

床
男子休養室

町民ホール
ｽﾛｰﾌﾟ

ホール
職員入口

更衣室
男子

2,
85
0

2,
70
0

2,
70
0

2,
85
0

11
,1
00

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 2,000 4,000 3,000 3,000

6,000 36,000 6,000

48,000

6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,0004,000

6,000 36,000 6,000

6,
00
0

2,
75
0

11
,5
00

2,
75
0

6,
00
0

29
,0
00

6,
00
0

2,
75
0

11
,5
00

2,
75
0

6,
00
0

29
,0
00

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

Y1

Y2

Y3

Y6

Y5

Y4

Y1

Y2

Y3

Y6

Y5

Y4

±0

男子
便所
女子

便所1
-50-50

身障者
便所+350

±0 -120

階段B

階段A

DN

職員入口▲

-50

-120

▲
一般入口

DN

DN

南通用口

-50

-120

-50

男子
便所2

±0

DN

DN

北通用口
-50

EPS

Ｂ

Ｂ’

コピー室 1

コピー室 2

教育長室 コンピューター室 倉庫 6

+300 +300

+350+350 +350

１階平面図

Ａ-０５

　1階平面図　　1/200　

1/200

・・・断面位置を示す。

・・・漏水箇所を示す。

１１



Ａ Ａ’

DS

DS

東バルコニー

DN

ﾎﾟｰﾙｶﾞｲﾄﾞ用
ｱﾝｶｰ

大会議室

ロビー

女子
便所

階段A

中　庭
吹　抜

砂利敷

砂利敷

植込 植込

DS

DS
男子便所

±0

+300

+150

DN
階段B

ロビー

ロビー

ｷﾞｬﾗﾘｰ

±0

西バルコニー

湯沸室

DS

▽

植込 植込

植込

屋上テラス

植込

▽

6,000 6,000

6,000 12,000 12,000 12,000 6,000

48,000

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

水勾配
1/100

屋根
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Y4

Y5

Y6'

Y1'
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75
0
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,5
00

2,
75
0

5,
25
0

27
,5
00

屋上テラス

Ｂ

Ｂ’

ホール

倉庫 7 防災無線室

ロビー

ロビー

倉庫 8 倉庫 9

小会議室 1

小会議室 2

倉庫 10

京丹波町和知支所

 一級建築士　第125552号　内田　清次

株式会社 一級建築士事務所コム・キューブ
京 丹 波 町

検
　
図 工事名

施設名主
　
査

主
　
任 屋根改修工事10 08

２階平面図

Ｎ

Ａ-０６

　２階平面図　　1/200　

1/200

・・・漏水箇所を示す。

・・・断面位置を示す。

凡例

１１



E E'

Ｄ
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植込

京丹波町和知支所

 一級建築士　第125552号　内田　清次

株式会社 一級建築士事務所コム・キューブ
京 丹 波 町

検
　
図 工事名

施設名主
　
査

主
　
任 屋根改修工事10 08

屋根伏図

吹　抜
中　庭

植込

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6'

Y1'

6,000 6,000

6,000 12,000 12,000 12,000 6,000

48,000

5,
25
0

2,
75
0

11
,5
00

2,
75
0

5,
25
0

27
,5
00

Ｎ

ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ

植込

屋上テラス

植込

植込

植込

Ｄ

※落葉よけ金網付

屋上テラス

Ｄ
Ｄ

Ｄ

C
C'

Ｄ
01

6,000 6,000

Ａ-０７

屋根伏図　1/200

1/200

・・・ドレン位置を示す

・・・竪桶位置を示す

・・・矩計位置を示す

・・・ｼｰﾄ防水改修範囲を示す(合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水)

02

・・・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水改修範囲を示す(改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水)

・・・ｳﾚﾀﾝ防水改修範囲を示す(塗膜防水)

Ｄ

Ｄ

D D'

03

06

06

07

Ｄ
05
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屋外テラス屋外テラス
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00
0

▼側廊部ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天
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5
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50
0

6,
03
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5 53
7.
5

4,
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2.
5
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5

5,
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0

一般事務

中　庭

6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

6,000 36,000 6,000

48,000

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

2,000 2,0008,000

3,
73
0

2,
77
0

53
7.
5

6,
15
7.
5

5,
62
0

3,
73
0

2,
50
0

3,
00
0

ホール

▼ホール屋根ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天(最低部)

▼ホール屋根ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天(最高部)

小会議室2

▼小会議室大会議室屋根ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天

コピー室2

京丹波町和知支所

 一級建築士　第125552号　内田　清次

株式会社 一級建築士事務所コム・キューブ
京 丹 波 町

検
　
図 工事名

施設名主
　
査

主
　
任 屋根改修工事10 08

断面図

5,
50
0

1,
72
0

3,
73
0

50

教育長室

倉庫 8 倉庫 7

書庫2

Ｄ
※

部分詳細図の番号を示す。

凡例

男子休養室

Ｄ
01

Ｄ

Ａ-０８

　Ａ-Ａ’断面図　　1/200　

　Ｂ-Ｂ’断面図　　1/200　

1/200

02

Ｄ

Ｄ

Ｄ

05

06

04
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 一級建築士　第125552号　内田　清次

株式会社 一級建築士事務所コム・キューブ 京丹波町和知支所

京 丹 波 町
検
　
図 工事名

施設名主
　
査

主
　
任 10 08 屋根改修工事

Ｄ
※

部分詳細図の番号を示す。

凡例

Ａ-０９1/50

68
7.
5

15
0

710

355 355

20
0

25
050

68
7.
5

68
7.
5

68
7.
5

68
7.
5

25
0

300 205

50
0

2,
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r=100

ロビー

設備ｽﾍﾟｰｽ

ｽﾁｰﾙ製枠

ホール

RC打放し仕上げ
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0
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一般事務 北通用口ホール 押入れ 用務員室

ﾎﾞｰﾀﾞｰﾌﾟﾚｺｰﾝ t=150ｽﾁｰﾙ製枠

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ
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▼側廊部ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端
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5,
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31
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5

Ｄ

C-C'矩計図　　1/50

既存防水層
ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ 厚　 70ｱ
ｳﾚﾀﾝ塗膜防水（X-１）

2,
73
0

30
12
0

倉庫7

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ防水
高圧洗浄・下地調整

緩衝ﾌｫｰﾑ
塩ﾋﾞｼｰﾄ　厚1.5（S-M2)

6,000

X4 X5

Ｄ
01

▼2FL

▼RSL2'

3,
70
0

6,
50
003

１１矩計図１

D-D'矩計図　　1/50



2,
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0

9,000

 一級建築士　第125552号　内田　清次

株式会社 一級建築士事務所コム・キューブ 京丹波町和知支所

京 丹 波 町
検
　
図 工事名

施設名主
　
査

主
　
任

6,000 6,000 6,000

X1 X2 X3 X4

1,
37
5

1,
37
5

2,
75
0

2,
75
0

20

30
2,
77
0

ﾀﾞｸﾄ貫通部

355

2,
75
0

95
0

3,
70
0

1,
80
0

▼ RSL2'

▼2FL

2,
00
0

▼側廊部ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▼小会議室・大会議室屋根ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

12
,0
00

断熱材(ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ)　 25ｧ

ｷﾞｬﾗﾘｰﾎｰﾙ西ﾊﾞﾙｺﾆｰ

▼ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄRC天

1,
37
5

93
2.
5

15
0

1,000
r=20

r=50

ﾊﾟﾈﾙ

17520175

355 355

r=20

170150

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層
高圧洗浄・下地調整

緩衝ﾌｫｰﾑ
防水　厚1.3（S-M2）

Ｄ
※

部分詳細図の番号を示す。

凡例

ｷｰｽﾄﾝφ-1.2㎜
軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ　 60ｧ
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水露出仕様

ﾗｽ貼ﾓﾙﾀﾙ塗

370

50
0

10 08 屋根改修工事

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ａ-１０1/50

１１
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矩計図２

E-E'矩計図　　1/50



京丹波町和知支所

 一級建築士　第125552号　内田　清次

株式会社 一級建築士事務所コム・キューブ
京 丹 波 町

検
　
図 工事名

施設名主
　
査

主
　
任 屋根改修工事10 08

防水納まり詳細図

Ｄ
01

1/10

1/10
Ｄ

1/10

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層

ﾁｵｺｰﾙ系ｺｰｷﾝｸﾞ
ｱﾝｸﾞﾙ押さえの上

防水層ｺｰﾁﾝｸﾞ

防水層

RC打放し金ｺﾃ押さえ
〔 現　況 〕 〔 改　修 〕

積層鋼板：新設
W50×15（熱融着）

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層

緩衝ﾌｫｰﾑ：新設
塩ﾋﾞｼｰﾄ防水　厚1.5（S-M2)：新設

高圧洗浄・下地調整

積層鋼板：新設
W55×100（熱融着）

既存ｽﾄﾚｰﾅｰ及び防水押え
（落葉よけ金網付）：撤去

防水層

防水層

既存ﾄﾞﾚﾝ

既存防水層

ﾄﾞﾚﾝ用増張りｼｰﾄ
ﾄﾞﾚﾝ受鋼板（500角）

ｼﾞｬﾊﾞﾗﾄﾞﾚﾝ
ｽﾄﾚｰﾅｰ

緩衝ﾌｫｰﾑ：新設
塩ビｼｰﾄ防水：新設

既存ﾄﾞﾚﾝ

ﾄﾞﾚﾝ用増張りｼｰﾄ：新設
ﾄﾞﾚﾝ受鋼板：新設

ｽﾄﾚｰﾅｰ：新設

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層

ジャバラ管：新設

防水層

防水層

既存ｽﾄﾚｰﾅｰ及び防水押え：撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ：新設

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水　厚4.0（AS-1)：新設
露出防水着色仕上げ

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層

ﾌﾟﾗｲﾏ-塗り

重ね合わせ用ﾃｰﾌﾟ：新設

露出防水着色仕上げ
改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水　厚4.0（AS-1)：新設
ﾌﾟﾗｲﾏ-塗り
下地調整材：新設

防水層ｺｰﾁﾝｸﾞ

RC打放し金ｺﾃ押さえ

ｱﾝｸﾞﾙ押さえ：撤去
ﾁｵｺｰﾙ系ｺｰｷﾝｸﾞ：撤去

〔 現　況 〕 〔 改　修 〕

防水層：撤去

ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ：新設

02
RF　RC屋根

Ｄ
1/10

03

〔 現　況・改　修 〕

1/10
Ｄ
04

〔 現　況 〕 〔 改　修 〕

Ｄ

〔 現　況 〕 〔 改　修 〕

ﾄﾞﾚｲﾝ詳細図
Ｄ

1/10
0706

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押え

ァ

ﾚﾝｶﾞ半枚積
仕上げﾓﾙﾀﾙ

防水層
防水押え

ァｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ　 70

ﾓﾙﾀﾙ　 20

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水（X-1）：新設

防水層

防水層

ﾗｽ貼ﾓﾙﾀﾙ塗り

265

ｱﾙﾐ製笠木：一時撤去 積層鋼板：新設
W25×15（熱融着）

265

ｱﾙﾐ製笠木：復旧

ｼﾘｺｰﾝ：新設

1/10
Ｄ
05

ﾗｽ貼ﾓﾙﾀﾙ塗り

ｷｰｽﾄﾝ

防水層

防水押え FB40×3：撤去

防水層

軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ　 60ァ

ｷｰｽﾄﾝ

ｺｰﾁﾝｸﾞ
水切り：撤去

1/10

RF　鉄骨屋根

RF　鉄骨屋根

RF　鉄骨屋根

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層

積層鋼板：新設
W55×10（熱融着）

ｼﾘｺｰﾝ：新設

高圧洗浄・下地調整

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水　厚1.3（S-M2）：新設
緩衝ﾌｫｰﾑ：新設

〔 現　況 〕 〔 改　修 〕 〔 現　況 〕 〔 改　修 〕

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層

積層鋼板：新設
W55×10（熱融着）

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水　厚1.3（S-M2）：新設
緩衝ﾌｫｰﾑ：新設
高圧洗浄・下地調整

ｼﾘｺｰﾝ：新設

１１

ｼｰﾘﾝｸﾞ：撤去

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水　厚1.3（S-M2)：新設
緩衝ﾌｫｰﾑ：新設
高圧洗浄・下地調整

RF　RC屋根

低層部屋上ﾃﾗｽ

Ａ-１１
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